
 
 
 
 
 
 
 
 
 
感謝の気持ちを持って              校長 田中 明子 
  

暑い日差しの中、ゴーヤの緑のカーテンが涼しさを運んでくれ

ています。いつもより１週間早く２学期が始まりました。２学期

から第５校舎の使用が始まります。この校舎は、温もりのある木

をふんだんに使いやわらかなイメージと広々した空間で光あふれ

る造りになっています。 

８月３日（月）、６年生による新校舎オープニングセレモニーが

ありました。その時の、６年生の呼びかけの言葉です。 

今年で創立１４３年を迎える八木北小学校。鏑木平馬さん佐内さん親子が創った鏑木小学校は鏑木

尋常小学校と名前を変え、当時はたった３９名でした。昭和２３年頃には木造２階建てだった校舎。児童

数の増加と共に姿を変えて、私たちが入学した頃には４つの校舎が建ち並びました。 ～ 八木北小学

校はこれからも多くの下級生が入学してきます。令和２年度の最上級生として私たちは誓います。 

○や新しい校舎とその仲間を大切にします。 

○ぎ新校舎で学べることに感謝し、進んで学習に取り組みます。 

○ききれいな校舎を保てるよう、一生懸命掃除します。 

○た困難なことにも、くじけず挑戦し続けます。 

新しい校舎で過ごせることに感謝して残りの生活を「心をこめて、全

力で」過ごすことを誓います。 

一人一人の真剣な表情と力強い言葉が２階のオープンスペースに響き渡った時、とても感動し

ました。その後、市の担当者や工事関係者、PTA の方へ感謝の手紙が読まれ、テープカットとく

す玉が催されました。最高学年として、短い準備時間で「３密」を避ける工夫をしながら、八

木北小の歴史と未来を考え、今できることを実現した素敵なセレモニーでした。 

今まで当たり前だった日常生活や学校生活ができなくなり、不安やストレスを抱えている子

どもたちも多いかと思います。そんな今だからこそ、家族や友達、先生、地域の人と協力し合

い、助け合い、感謝の気持ちを持って、できることを工夫していける子どもたちを育んでいき

たいと考えています。２学期も、７２６名の八木北小の子どもた

ち、５９名の教職員とともに、実り多い楽しい学校を目指していき

たいと思っています。地域の皆様の見守りや保護者の方々のご協力

を引き続きよろしくお願いいたします。 

 

夏季休業に入った途端、今まで子ども達と過ごした校舎の改修

工事が始まりました。無事に工事を完成させ、子どもたちが少し

でも早く元の校舎へ戻れるよう、工事関係者の皆さんも酷暑の中

一生懸命働いてくださっています。この工事を受けて７月２８日

配付のお知らせでお伝えしたとおり、現在、東門からの通行がで

きなくなっています。自転車やベビーカーでお越しの際には旧南門からお入りいただき、学校

が指定した場所へお停めください。ご協力をお願いします。 

 

 新型コロナウィルス感染症の感染拡大が続いている現状を鑑み、今年度初回となる学習参観

及び学年懇談会を、保護者の皆様にご来校いただく従来の形ではなく、学校から保護者の皆様

へ個人情報保護を第一にして配信する方法とさせていただきます。詳しくは、後日「学習参観

・懇談会のお知らせ」を配付いたしますのでご覧ください。初めての試みとなりますがご理解

いただきたく存じます。 

３年１組担任 菅谷 宏衣 教諭は９月２０日（日）から出産休暇とな

ります。後任の担任については分かり次第お知らせします。 
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第１校舎、第２校舎、第３校舎の改修工事が始まりました。 

９月２５日（金）学習参観、学年懇談会をリモートで行います。 

 

 


